
名古屋市役所環境行動計画２０３０の改定について

● 本市自らが率先して一事業者・消費者として環境に配慮した行動を実践し、「名古屋市環境基本計画」を推進していくための行動計画 （目標年度 ： 2030年度）

●「パートナーシップで創る快適な都市環境と自然が調和したまち」の実現に向け、SDGsの理念を踏まえた「第４次名古屋市環境基本計画」等の改定や国の動向を踏まえ、
カーボンニュートラルの達成やネイチャーポジティブの実現などにむけて、さらなる環境配慮の取り組みの強化をはかるため、本計画についても改定するもの

＜２０３０年度に向けた方向性＞

第４次名古屋市環境基本計画
における施策

本計画における取組 重点取組

１
健康で安全、
快適な生活環境の保全をはかる

① 環境に配慮した公用車の利用等

② 大気・水環境の保全の推進

③ 市バス事業における大気環境の向上

④ 下水道事業における水環境の向上

⑤ ごみ処理事業における大気環境の向上

〇 電動車の導入促進（目標 ： 導入割合 100 %）

⇒ 大気汚染物質の削減

災害時における非常用電源確保 など

２

廃棄物の発生抑制や
資源の循環利用、
適正処理を推進する

① 発生抑制・資源化の推進

② ごみ処理事業における適正処理の推進

〇 用紙類使用量の削減（目標 ： 16 %減）・プラの資源循環

⇒ 業務効率化・ 廃棄物の発生抑制

多様な働き方の促進 など

３

生物多様性の保全と
持続可能な利用、
水循環機能の回復をはかる

① 生物多様性の保全及び緑化の推進

② 水循環の回復と水資源の有効利用

③ グリーンインフラの取り組みの推進

〇 グリーンインフラの取り組み

⇒ ヒートアイランド現象の緩和

動植物の生育環境の保全 など

４

気候変動に対する
緩和策と適応策を推進する

① 省エネルギー対策の推進

② 再生可能エネルギーの導入推進

③ 水素エネルギーの利活用の推進

④ 省エネ行動の実践等

⑤ 環境に配慮した公用車の利用等【再掲】

⑥ 市バス・地下鉄事業、上下水道事業、

ごみ処理事業における脱炭素化の推進

〇 LED照明の導入（目標 ： 導入割合 100 %）

〇 太陽光発電設備の設置（目標 ： 設置割合 50 %）
⇒ エネルギー効率の改善

二酸化炭素の排出削減 など

５
全ての主体の環境に関わる
学びと行動、
パートナーシップを推進する

① 環境に関わる学びの推進
② 環境にやさしい行動の促進

１～４の重点取り組みの共通基盤

区 分
現状

(2022年度)
削減目標

(2030年度)
目標値 削減量

用紙類使用量の削減 1,988 t ▲16 % 1,679 t ▲309 t

内
訳

印刷物 1,434 t ▲ 5 % 1,362 t ▲ 72 t

コピー用紙 554 t ▲43 % 317 t ▲237 t

内訳
本庁・区役所 394 t ▲50 % 197 t ▲197 t

その他 160 t ▲25 % 120 t ▲ 40 t

良好な環境を確保する

持続可能な循環型都市づくり

ネイチャーポジティブの実現に向けて

カーボンニュートラルの実現に向けて


